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 （研究の目的等）  
 「専門分野での学びを前提とした英語教育 (Engl ish for Speci f ic Academic Purposes, 
ESAP)」観点から、「語学教育」や「英語で学ぶ専門科目」に対する学生・英語教員・専門
科目教員のニーズ分析（ニーズ分析 ：Hutchinson＆Waters, 1987 : Robinson, 1991: 
Dudley-Evans, 1998）を行い、今後の本学部における「専門性を意識した英語教育」、
「英語での専門教育」のあり方に示唆をすることである。  
 本研究では「語学教育」を「英語による専門教育」や「演習ⅠⅡ、卒業論文」との有機的
関連性から捉えていき、将来、英語教育と専門科目を融合した効果的なカリキュラム、シ
ラバス、教材開発のための足掛かりとなり、授業内容改善のための一助となることをめざし
ている。 
（研究の実施方法等）  
 調査方法として文化政策学部の教員、学生、卒業生を対象に、1)「英語授業（English Diploma 
courseを除く リーディング＆ライティング）」、2)「英語による専門授業」、3)「演習、卒業論文」の実態と
ニーズを分析する為に、アンケート調査を実施する。 
—調査対象： 
１）学部２〜４年次学生、卒業生、専門科目教員、語学（英語）担当教員） 
２）授業（語学、英語による専門科目、専門演習） 
３）授業用資料、教材 
—調査スケジュール： 
１）当該分野に関するニーズ分析の先行研究をチェック（H21.4）  
２）それに基づいて調査対象者の一部を対象に unstructured interview を行う（H21.5）  
３）Unstructured interview の結果に基づいてアンケート（下記参照*）を実施（H21.7）  
 
（得られた成果等） 
 国際文化学科に所属する日本人英語学習者（教員 6 名、2 年生 56 人、3 年生 43 人）を対象に行な
った、アカデミックリーディングの授業に関するニーズ分析調査結果を下記に述べる。 
 主な結果としては、学習者は主に口頭でのコミュニケーションスキルを伸張させたいと考えている一
方、演習や講義で英語文献を使用する教員は、受容的スキル（リーディグ）と能動的スキル（スピーキン
グ、プレゼンテーション）の両方のスキル向上を期待しているようだ。また、学習者間でも、その英語力
によって、アカデミックリーディングの学習に対する意欲の度合いに差があることが明らかとなった。読
解を困難にさせていると考えられる要素に関しては、学習者は主に語彙（専門用語を含む）を要因と捉
える一方、教員は、学生の複雑な文法の解釈力や主題把握力を問題視していることなどがわかった。  
 これらの結果は、現在（H22年度）、国際文化学科教員による英語教育に関する分科会にて、今後の
アカデミックリーディング授業の目的や内容の議論、また、近い将来のカリキュラムに向けての草案づく
りおいて生かしている。 
 
 
